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一宮織物卸商業協同組合設立準備会が発足（組合員109名）
一宮市に一宮都市開発事務局設置
愛知県に対し集団化計画第１次の予備申請提出
共同組合一宮繊維卸センター創設
昭和42年度卸売業店舗集団化事業実施計画書を県を通じ中小企業庁に提出
県を通じて中小企業振興事業団より助成認可
一宮市と造成工事契約、土地造成の起工式
第一次店舗起工式
繊維卸会館棟上式
団地内中央公園完成
第1次店舗及び繊維卸会館オープン祝賀式
第2次店舗起工式
団地全体完成祝賀式、第3次店舗

Changes in the Types of Stores and other Businesses in Ichinomiya Textile Wholesale Complex 
and Plans for the Revitalization of this Complex  Akari AZUMA

図1 愛知県一宮市 図2 団地設立当初 図3 せんい団地内公園
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図5 敷地の諸情報

図4 研究対象の敷地と周辺環境

表1 一宮せんい団地形成経緯の概要

図6 一宮せんい団地の建築群
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・円相場高騰(S53) ・円相場高騰(S60)
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・いざなみ景気(H14～19)

・中国からのアパレル製品輸入急増(H3) ・中国が繊維製品の「増値税」の還付率を引上(H20)
・米リーマンショック(H20)
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図9 店舗等向けアンケート
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図8 業種変遷と各年の出来事

図7 一宮せんい団地の令和4年の業種分布
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表2 店舗等向けアンケート概要 表3 来訪者向けアンケート概要
調査日程 2022年11月1日～11月21日
調査対象 店舗等の代表各１名
調査方法 アンケート用紙、Googleフォーム

調査目的
店舗等の利用実態、団地の印象を
明らかにする

調査内容

【店舗等の属性】
【店舗等の使用状況】
【店舗等の入居前の使用状況】
【団地の印象評価】

回収率 35%　(配布数：55　回収数：19)

調査日程 2022年10月30日
調査対象 「渋ビルさんぽ」イベント来訪者
調査方法 会場内に設置したQRコード
調査目的 団地の印象を明らかにする

調査内容

【回答者の属性】
【来訪に関する情報】
【団地の印象評価】
【今後の団地利用について】

回収数 68件

・繊維関連に拘らず、時代に合った業種が入り易い環境づくりが必要だと思う。
・空き店舗が多く、夜間(18時以降)は暗い、飲食店ができると良い。
・ビルのレトロな部分とコラボしてイベント等で知れ渡ってほしい。
・マルシェ等では活性化は感じるが、継続的に盛り上げていく必要があると思う。
・会社が多く、歩いてお買い物を巡る感じではないので、勿体ないと思う。
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図12  計画対象建物と周辺環境・活用方法の例

図11  選定した5つの既存建物

計画-2 計画-3 計画-4計画-1 計画-5

ギャラリー
ワークショップイベント

オープンカフェ 出店者貸しテナント子ども食堂
子どもの遊び場

マルシェ
ワークショップ

建物

イベント時
(年2回 )

アトリエ、体験工房
ショップ

シェアオフィス
書店、カフェ

イベント備品のストック
組合備品のストック

食堂
集会所

保育施設通常時

みどり公園繊維卸会館せんい緑地公園中央公園さかえ公園
飲食スペース
渋ビルマーケット

食堂のテラス席 演奏ステージ
店舗出店スペース

飲食スペース
子どもの遊び場

パークレット
講演会

演奏ステージ
パフォーマンスステージ

店舗の運営管理

イベント時の本部
子供向けイベント広場

休憩、読書スペース

野外ワークショップ
店舗出店スペース

建物

通常時

イベント時
(年2回 )

ショートコース(1.2km)
コンプリートコース(2.5km)
イベント時通行止めエリア
せんい団地範囲

「渋ビル宝典」渋ビルさんぽコース

　

特徴
立地

規模

写真

名称 計画-1

・公園から離れた静かな場所
・婦人毛織物卸の店舗として使
   用されていた
・間口が広く 2面道路に面する

・さかえ公園に面する場所
・婦人毛織・化学織物卸の店舗
   として使用されていた
・公園側に大きな開口がを持つ

・中央公園に面する場所
・公園側の面は窓が多く、特徴 
   的なファサードを持つ
・奥行があり南北に開口が多い

・みどり公園に面する場所
・開口が大きく、道路に開けた
   エントランスを持つ
・2面道路に面する

・糸、織物、二次製品卸等の店
   舗として使用されていた
・2階部分に庇を持つ
・開口が狭く、奥行きが深い

階数 ： 地上 2 階　RC 造
延床面積 ： 611.711 ㎡

階数 ： 地上 3 階　RC 造
延床面積 ： 620.025 ㎡

階数 ： 地上 3 階　RC 造
延床面積 ： 345.600 ㎡

階数 ： 地上 2 階　RC 造
延床面積 ： 227.000 ㎡

階数 ： 地上 2 階　RC 造
延床面積 ： 208,626 ㎡

計画-2 計画-3 計画-4 計画-5



定期的に行われる組合等の会議に使
用。一般向けに貸出も行う。

街のダイニングとしての役割で、イベ
ント時には出店者とコラボ商品など
の販売を行う。前面道路通行止め時に
は、公園と連続して利用する。

近隣住民や団地内の店舗の
会議や商談などに利用。

地域住民が日常的にせんい団地を利
用するきっかけの場。イベント時に
は、1階部分が開かれ、演奏スペース
や休憩スペースとして利用する。

ワークショップやデザイナーのアト
リエを常時見学できるようにし、一宮
の繊維業の発信の場となる。

団地内部の会議や交流を深め、団地
活性化に繋げる場。イベント時は道
路と公園と一体として利用する。

公園と一体で保育施設として利
用し、イベント時には1階を開き、
こども食堂などを開催する。

リモートワークなど、普段
とは違う雰囲気で作業をす
ることができる。

ブックカフェとして、渋ビルを眺
めながら読書をする空間。

団地内に店舗を持ちたい人がレ
ンタルする貸しテナント。イベン
ト時には、倉庫も利用。

デザイナーのための貸しアトリエ。
イベント時には拠点となり、ギャラ
リーとなる。

繊維製品の小売店
団地内の卸売店舗の紹介なども行う。

布や糸を使ったものづくり体験工房。
繊維業に興味を持ってもらうきっかけ
を作る場として利用する。

3F 集会所

通常時はさかえ公園と連続して利
用する。イベント時には出店者と
コラボなどで子ども食堂を開く。

1F 食堂・共有スペース

子どもたちが学年ごとに分かれて学ぶ場

2F 保育室

子どもの遊び場としてのスペース。
イベント時には子供向けのワークショッ
プなどを行う空間として利用する。

3F 遊戯室

2F アトリエ

2F 体験工房

1F ショップ

貸テナント

イベント時に出店スペースと
して利用する。

駐車場

団地の倉庫としての役割。イベント
時に必要なテントや椅子などをス
トックする。組合が管理することで、
団地全体でイベント運営ができる。

備品倉庫

1F・2F 食堂

1F シェアオフィス

2F 書店

1F コワーキングスペース

計画-3　
団地内部の連携を深める場

団地の倉庫とし、イベント時の備品など
をストックする。イベント時には建物内
と東側のスペースが貸テナントとなる。

計画-2　
団地内部と外部を繋ぐ場

計画-1
地域住民が集う場

計画-5
団地のストック

計画-4　
一宮市の繊維業を発信する場

図13 設計概要

中央公園パークレット
通常時は食堂のテラス席として利用する。
イベント時には、パフォーマンスステージ
や道路と建物を一体として利用する。

公園への眺望

公園を眺めながら、会議や
食事をすることができる。

食堂食堂

集会所集会所

食堂食堂

イベント時の演奏ステージや
店舗の連続で利用する。

公園計画

A-A’ 断面図   scale：1/450A-A’ 断面図   scale：1/450
車道＋歩道

(イベント時利用)
計画-3(食堂＋集会所)中央公園

用途：食堂＋集会所

用途：保育施設

用途
ショップ＋工房＋アトリエ

用途：倉庫＋貸テナント

用途：カフェ＋シェアオフィス
　　　＋コワーキングスペース
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